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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月3日(2009.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：

【数１ｄ】

の化合物またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１９は、

【数２ｄ】

から選択され；
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、それぞれ独立して、Ｎ、ＣＲ２０またはＣＲ

１’から選択され；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、それぞれ独立して、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０

またはＣＲ１’から選択され、ここで
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３の０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＯまたはＳであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は、可溶化基であり；
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状のアルキル
であり；
　各Ｒ２０は、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
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Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
【数３ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールであり、
　ただし、Ｒ２１が－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－の場合は、Ｒ３１は、４－シアノフェニルで
も
【数４ｄ】

でもなく；およびＲ２１が－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－の場合は、Ｒ３１は４－メトキシフ
ェニルでも４－ｔ－ブチルフェニルでもない、
化合物またはその塩。
【請求項２】
　式：
【数５ｄ】

を有する請求項１に記載の化合物であって、該式において、
　Ｒ２０は、水素または可溶化基から選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－から選択され；そし
て
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールから選択される、
化合物。
【請求項３】
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　Ｒ１９は、フェニル、ピリジル、チエニルまたはフラニルから選択される請求項１記載
の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１９は、必要に応じて置換されたフェニルである請求項３記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ２０は、Ｈ、－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２、
【数６ｄ】

から選択される請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ３１は、フェニル、ピラゾリル、フリル、ピリジル、ピリミジニル、チエニル、ナフ
チル、ベンゾピラゾリル、ベンゾフリル、キノリニル、キノキサリニルまたはベンゾチエ
ニルから選択され、そしてＲ３１は必要に応じて置換されている、請求項１記載の化合物
。
【請求項７】
　Ｒ２１は、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－から選択される請求
項１記載の化合物。
【請求項８】
　式：

【数７ｄ】

の化合物またはその塩であって、該式において、
　Ｒ１９は、
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【数８ｄ】

から選択され；ここで、
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、それぞれ独立して、Ｎ、ＣＲ２０またはＣＲ

１’から選択され；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、それぞれ独立して、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０

またはＣＲ１’から選択され；　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３の０～２個は、Ｎ
であり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＯまたはＳであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；そして
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状のアルキル
であり；
　各Ｒ２０は、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
　Ｒ２０ａは、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
【数９ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールから選択され、Ｒ１９が
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【数１０ｄ】

であり、かつＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３がそれぞれＣＨの場合、Ｒ２０ａは可
溶化基である、
化合物またはその塩。
【請求項９】
　Ｒ１９は、フェニル、ピリジル、チエニルまたはフリルから選択される請求項８記載の
化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１９は、必要に応じて置換されたフェニルである請求項９記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ２０ａは、Ｈ、－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２、
【数１１ｄ】

から選択される請求項８記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ３１は、フェニル、ピラゾリル、フリル、ピリジル、ピリミジニル、チエニル、ナフ
チル、ベンゾピラゾリル、ベンゾフラニル、キノリニル、キノキサリニルまたはベンゾチ
エニルから選択され、そしてＲ３１は、必要に応じて置換されている、請求項８記載の化
合物。
【請求項１３】
　Ｒ２１は、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－から選択される請求
項８記載の化合物。
【請求項１４】
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　式：
【数１２ｄ】

の化合物またはその塩であって、該式において、
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
【数１３ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３２は、必要に応じて置換された単環式または二環式ヘテロアリール、または必要に
応じて置換された二環式アリールであり、
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－の場合、Ｒ３２は、非置換チエン－２－イルでは
なく；
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－の場合、Ｒ３２は、フラン－２－イルでも、５－ブロモフ
ラン－２－イルでも、２－フェニル－４－メチルチアゾール－５－イルでもなく；
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｓ（Ｏ）２－の場合、Ｒ３２は、非置換ナフチルでも５－クロロチエ
ン－２－イルでもない、
化合物またはその塩。
【請求項１５】
　Ｒ３２は、ピロリル、ピラゾリル、ピラジニル、フリル、ピリジル、ピリミジニルまた
はチエニルから選択され、Ｒ３２は、必要に応じて置換され、そして必要に応じてベンゾ
縮合される、請求項１４記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
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－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
【数１４ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３２は、ベンゾフリル、メチルフリル、ベンゾチエニル、ピリジル、ピラジニル、ピ
リミジニル、ピラゾリルから選択され、該メチルフリル、ピリジル、ピラジニル、ピリミ
ジニルまたはピラゾリルは、必要に応じて、ベンゾ縮合され、Ｒ３２は、必要に応じて置
換されるか、またはさらに置換されている、請求項１４記載の化合物。
【請求項１７】
　式：
【数１５ｄ】

の化合物またはその塩であって、該式において、
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
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【数１６ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３３は、必要に応じて置換されたフェニルであり、ここで、
　Ｒ２１が－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－の場合、Ｒ１’はＨでなく；
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－Ｏ－の場合、Ｒ
３３は、非置換フェニルでも４－ハロフェニルでもなく；そして
　Ｒ２１が－ＮＨ－Ｓ（Ｏ）２－の場合、Ｒ３３は、非置換フェニルでも、２，４－また
は３，４－ジメチルフェニルでも、２，４－ジメチル－５－メトキシフェニルでも、２－
メトキシ－３，４－ジクロロフェニルでも、２－メトキシでも、５－ブロモフェニル－３
，４－ジオキシエチレンフェニルでも、３，４－ジメトキシフェニルでも、３，４－ジク
ロロフェニルでも、３，４－ジメチルフェニルでも、３－または４－メチルフェニルでも
、４－アルコキシフェニルでも、４－フェノキシフェニルでも、４－ハロフェニルでも、
４－ビフェニルでも、４－アセチルアミノフェニルでもない、
化合物またはその塩。
【請求項１８】
　Ｒ２１は、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－から選択される請求
項１７記載の化合物。
【請求項１９】
　式：

【数１７ｄ】

の化合物またはその塩であって、該式において、
　Ｒ２１は、－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－または－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ２－から選択され；そし
て
　Ｒ３３は、
ａ）１個の－Ｎ（ＣＨ３）２基；
ｂ）３位で１個のＣＮ基；
ｃ）１個の－Ｓ（ＣＨ３）基；または
ｄ）３位および４位を

【数１８ｄ】

の架橋で置換されたフェニルである、
化合物またはその塩。
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【請求項２０】
　式：
【数１９ｄ】

の化合物またはその塩を含む組成物であって、該式において、
　Ｒ１９は、
【数２０ｄ】

から選択され；
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、独立して、Ｎ、ＣＲ２０またはＣＲ１’か
ら選択され；
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、独立して、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０または
ＣＲ１’から選択され；ここで、
　０～２個のＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３はＮであり；
　少なくとも１個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯであり；
　０～１個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、ＳまたはＯであり；
　０～２個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は可溶化基であり；および
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状のアルキル
であり；
　各Ｒ２０は、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
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【数２１ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールから選択され、ただし、
　Ｒ１９が、
【数２２ｄ】

かつ、Ｒ２１が－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－の場合、Ｒ３１は、４－シアノフェニルでも

【数２３ｄ】

でもなく；
　Ｒ１９が

【数２４ｄ】

であり、Ｒ２１が－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－の場合、Ｒ３１は、４－メトキシフェニルで
も４－ｔ－ブチルフェニルでもなく；そして
　Ｒ１９が
【数２５ｄ】

であり、Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３がそれぞれＣＨであり、Ｒ２０がＨであり
、かつＲ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－である場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換されたフェニ
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ルではなく、
　該組成物は、発熱物質を含まない、
組成物。
【請求項２１】
　請求項１～１９のいずれかの化合物を含む組成物であって、発熱物質を含まない組成物
。
【請求項２２】
　ａ）式：
【数２６ｄ】

の化合物、またはその薬学的に受容可能な塩またはプロドラッグと、
ｂ）薬学的に受容可能なキャリアまたは希釈剤とを含む薬学的組成物であって、該式にお
いて、
　Ｒ１９は、
【数２７ｄ】

から選択され、
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、それぞれ独立して、Ｎ、ＣＲ２０またはＣＲ

１’から選択され；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、それぞれ独立して、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０

またはＣＲ１’から選択され；ここで、
　０～２個のＺ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３は、Ｎであり；
　少なくとも１個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯであり；
　０～１個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、ＳまたはＯであり；
　０～２個のＺ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は、可溶化基であり；
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状のアルキル
であり；
　各Ｒ２０は、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－



(13) JP 2009-503112 A5 2009.9.17

Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、
【数２８ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；そして
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールから選択され、ただし、
　Ｒ１９が
【数２９ｄ】

であり、かつＲ２１が－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－の場合、Ｒ３１は、４－シアノフェニルで
も
【数３０ｄ】

でもなく；
　Ｒ１９が
【数３１ｄ】

であり、かつＲ２１が－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－の場合、Ｒ３１は、４－メトキシフェニ
ルでも４－ｔ－ブチルフェニルでもなく；そして
　Ｒ１９が
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【数３２ｄ】

であり、Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３が、それぞれ、ＣＨであり、Ｒ２０がＨで
あり、およびＲ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－の場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換されたフェ
ニルではない、
薬学的組成物。
【請求項２３】
　薬学的に受容可能なキャリアまたは希釈剤と、請求項１～１９のいずれかに記載の化合
物とを含む薬学的組成物。
【請求項２４】
　被験体におけるインシュリン抵抗性、メタボリック症候群、糖尿病またはこれらの合併
症を治療または予防するため、あるいは被験体におけるインシュリン感受性を増加させる
ための組成物であって、該組成物は、式：
【数５４ｄ】

の化合物、あるいはまたはその薬学的に受容可能な塩またはプロドラッグを含み、該式に
おいて、
　Ｒ１９は、

【数５５ｄ】

から選択され；
　各Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３は、独立して、Ｎ、ＣＲ２０またはＣＲ１’か
ら選択され；
　各Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６は、独立して、Ｎ、ＮＲ１’、Ｓ、Ｏ、ＣＲ２０または
ＣＲ１’から選択され；ここで、
　Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２またはＺ１３の０～２個は、Ｎであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の少なくとも１個は、Ｎ、ＮＲ１’、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～１個は、ＳまたはＯであり；
　Ｚ１４、Ｚ１５およびＺ１６の０～２個は、ＮまたはＮＲ１’であり；
　０～１個のＲ２０は、可溶化基であり；そして
　０～１個のＲ１’は、必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状のアルキル
であり；
　各Ｒ２０は、独立して、Ｈまたは可溶化基から選択され；
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　Ｒ２１は、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ
）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’
－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’
－Ｃ（＝ＮＲ１’）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝Ｃ
Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－Ｓ
（Ｏ）２－、－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＣＲ１’Ｒ１’－
Ｃ（Ｏ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’＝ＣＲ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－
、－ＮＲ１’－Ｃ（＝Ｎ－ＣＮ）－ＮＲ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’
－Ｏ－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ１’－Ｏ－、－ＮＲ１’－
Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－ＣＲ１’Ｒ１’－ＣＲ１’Ｒ

１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ１’－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－ＣＲ１’Ｒ
’１－ＣＲ１’Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｓ）－ＮＲ１’－ＣＲ１’Ｒ’１－ＣＲ１’
Ｒ’１－、－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、

【数５６ｄ】

から選択され；
　各Ｒ１’は、独立して、Ｈまたは必要に応じて置換されたＣ１－Ｃ３直鎖または分岐状
のアルキルから選択され；
　Ｒ３１は、必要に応じて置換された単環式または二環式アリール、または必要に応じて
置換された単環式または二環式ヘテロアリールであって、ただし、
　Ｒ１９が
【数５７ｄ】

であり、かつＲ２１が－ＮＲ１’－Ｃ（Ｏ）－の場合、Ｒ３１は４－シアノフェニルでも

【数５８ｄ】

でもなく；
　Ｒ１９が
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【数５９ｄ】

であり、かつＲ２１が－ＮＲ１’－Ｓ（Ｏ）２－の場合、Ｒ３１は、４－メトキシフェニ
ルでも４－ｔ－ブチルフェニルでもなく；そして
　Ｒ１９が
【数６０ｄ】

であり、Ｚ１０、Ｚ１１、Ｚ１２およびＺ１３が、それぞれ、ＣＨであり、Ｒ２０がＨで
あり、かつＲ２１が－ＮＨＣ（Ｏ）－の場合、Ｒ３１は、必要に応じて置換されたフェニ
ルではない、
組成物。
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